
 

 

                                                                        

（令和６年 12月 19日発表） 

服織地域の郷土玩具「おかんじゃけ」でお正月飾り 

 

 

◆ アピールポイント 

・服織
は と り

地域の郷土玩具「おかんじゃけ」を折り紙やしめ縄で飾り付けて、

お正月飾りに仕上げます。 

・「おかんじゃけ」は真竹を金づちで叩いて繊維を出してから、カッター

ナイフで節側から竹の皮を剥がし、手製のくしで竹の繊維をほぐして陰

干しします。乾いたら、節の方から紫、黄、赤色で染めて出来上がりで

す。毎年 7 月に洞慶院
とうけいいん

さんのお祭りで縁起物として売られていますが、

昔は相撲の軍配やお人形など、子ども達の玩具として親しまれており、

全国各地で同じようなものが作られていました。現在は服織地域のみに

残る郷土資源であり、藁科生涯学習センターでは「おかんじゃけ」の周

知、継承を目的とした活動を行っています。 

・小学生と保護者が協力して真竹を金づちで叩く作業から始めます。 

◆ 日時・期間 令和６年 12 月２６日(木)、２７日(金)１４時～１６時 

◆ 場   所 静岡市藁科生涯学習センター２階ホール（静岡市葵区羽鳥本町５番９号） 

◆ 内 容 な ど 

２６日：「おかんじゃけ」の歴史や特徴などの講義、真竹を金づちで叩く

作業から陰干しまで行います。 

２７日：「おかんじゃけ」の染色から折り紙やしめ縄で飾り付けてお正月

飾りに仕上げます。 

 

 

 

 

 

 

           ≪令和５年度の様子≫ 

◆ 対象・人数 小学生と保護者１５組  

別紙資料 無  

 

 

 

 

   ぜひ当日取材をお願いします。 

【担当課】生涯学習推進課 (静岡庁舎 15階) 

     担当 市川、渡辺  

電話 ０５４－２２１－１２０７ 

報道資料 

【問合せ】藁科生涯学習センター 

     担当 濱尾、中村 

電話 ０５４－２７８－４１４１ 


